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安
全
管
理
優
良
受
注
者
表
彰

は
、
安
全
管
理
や
労
働
災
害
防

止
対
策
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が

優
秀
で
あ
り
、
他
の
模
範
と
な

る
も
の
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
皆
さ
ま
方
の
工
事

の
安
全
管
理
に
対
す
る
ご
尽
力

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
近
年
、
自
然
災

害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
を
し
て

お
り
、
北
陸
管
内
に
お
い
て
も

地
震
、
大
雨
、
大
雪
に
よ
る
被

害
が
相
次
い
で
起
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
国
に
お
い
て
は
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
対

策
な
ど
の
事
業
を
鋭
意
進
め
て

い
る
が
、
災
害
発
生
時
の
緊
急

復
旧
対
応
を
含
め
て
地
域
の
安

全
安
心
の
確
保
に
は
、
皆
さ
ま

方
の
ご
助
力
な
し
で
は
成
し
得

な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
に
強
く
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
引
き
続
き
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
で
少
子
高
齢
化
が
加
速

的
に
進
む
中
で
建
設
業
の
担
い

手
確
保
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
お
り
、
将
来
の
担
い
手
と
な

る
若
い
人
た
ち
か
ら
建
設
業
に

目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、
働
き

先
と
し
て
選
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
何
よ
り
も
安
全
な
職
場
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
快
適
な
労
働

環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
前

提
に
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
の

地
道
な
取
り
組
み
に
加
え
、

個
々
の
現
場
に
応
じ
た
安
全
対

策
や
環
境
改
善
が
必
要
と
さ
れ

る
な
ど
、
大
変
難
し
い
課
題
で

は
あ
り
ま
す
が
、
本
日
受
賞
さ

れ
ま
し
た
皆
さ
ま
方
に
は
、
他

の
模
範
と
し
て
率
先
し
て
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

北
陸
地
方
整
備
局
の
安
全
管
理
優
良
受
賞
者
表
彰
は
、
毎
年

９
月
第
４
週
の
「
建
設
労
働
災
害
防
止
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、

受
注
者
に
よ
る
自
主
的
な
安
全
衛
生
管
理
体
制
と
現
場
で
の
安

全
対
策
の
取
り
組
み
が
特
に
優
良
で
、
他
の
模
範
と
な
る
受
注

者
を
表
彰
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
度
の
表
彰
式
は
９
月
11
日

に
行
わ
れ
、
管
内
６
県
か
ら
選
ば
れ
た
17
社
に
対
し
て
遠
藤
仁

彦
局
長
よ
り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
新
潟
県
内
で

は
６
社
が
栄
誉
に
輝
い
た
。
本
年
度
の
表
彰
者
は
22
年
度
に
完

成
し
た
７
５
８
件
の
工
事
受
注
者
３
２
１
社
の
中
か
ら
選
定
さ

れ
た
。
受
注
者
は
北
陸
地
整
発
注
工
事
の
総
合
評
価
落
札
方
式

の
評
価
項
目
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。
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安全管理優良受注者表彰
2023年度 北陸地方整備局

推薦事務所　羽越河川国道事務所推薦事務所　羽越河川国道事務所

【現場等における具体的な取り組み】
　朝日温海道路府屋地区改良他その 4 工事
は、 府屋地区で地盤改良工、 碁石地区で
工事用道路工および仮橋工など工事箇所が
多く点在し、 事故が発生した際の原因追及
や再発防止対策が課題だったが、 点在する
現場 5 カ所に監視カメラを設置し安全管理に
努めた。 また府屋地区では近隣対策として飛
散防止のため独自のカーテンシートや防炎
シートを設置、 碁石地区では圏外エリアに
Wi-Fi を整備し連絡網を確立し、 熊よけ対策
としてハンドベルを設置するなど数多くの工夫
を行った。

人を活かし、地域を活かす　活力あふれる人間集団

代表取締役社長　加　藤　善　典
〒958-0871　新潟県村上市久保多町７番３号

ＴＥＬ0254-53-4165　ＦＡＸ0254-52-1232

推薦事務所　長岡国道事務所推薦事務所　長岡国道事務所

【現場等における具体的な取り組み】
　現道と新設バイパスとの接続を有する国道
８号鯨波地区舗装工事は、 現道歩道が通学
路、 計画高低差が最大約 60cm ある条件下
で現道交通に与える影響を最小限にしつつ、
安全に現道接続を行う必要があった。 そのた
め、ＢＩＭ／ＣＩＭデータを利用した施工ステッ
プ図作成により現場状況の 「見える化」、ＬＥ
Ｄトラフィックプロジェクター等による歩行者通
路の明示と照度の確保、 事前周知看板 ・進
路予告看板、 ２段式自発光矢印板の設置等
による道路利用者への注意喚起を行った。

代表取締役社長　市　村　　稿　

〒950-8586　新潟市中央区万代４丁目５番 15 号　

ＴＥＬ025-247-5171　ＦＡＸ025-247-8862

（順不同）
模範となる取り組みを進める優良企業

安
全
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快
適
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労
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さ
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た


